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このイニシアチブは、アジア諸国の政策研究機
関が世界各国の政策研究機関と連携する能力
を高め、平和と安全保障を促進する新構想の策
定を支援します。
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アジア安全保障イニシアチブ

アジア諸国の経済・政治力の高まりに伴い、世界構造に変化がもたらされていま
す。今後数十年にわたり、アジア太平洋は世界経済を牽引し、この地域に新たな繁
栄をもたらすことになるでしょう。それと同時に、大国間の対立、資源不足といった、
安全保障上の問題により、この地域の発展が後退する可能性もあります。この地域
の変化に合わせ、アジア太平洋地域は、平和と繁栄のための新たな連携のあり方
を模索する必要があるのです。

ジョン＆キャサリン・マッカーサー財団は、アジアでの平和と安全保障を確立する
最善の方法は地域協力を通じてであると考え、7年間にわたり6,800万ドルの基
金を新アジア安全保障イニシアチブに投じています。このイニシアチブは、アジア
諸国の政策研究機関が世界各国の政策研究機関と連携する能力を高め、平和と
安全保障促進へ向けた新構想を策定する援助をします。また同イニシアチブは、
新しい中堅キャリア層フェローシップ・プログラムとして、アジア安全保障新興指
導者プログラムを助成します。このプログラムでは、将来的な安全保障問題の克
服にむけて協調できる新しい世代の指導者を育成します。

アジア安全保障問題：なぜ、今アジアなのか？

世界人口70億の半分以上が住むアジア。ますます高まるこの地域の経済力、政治
力は、地球を変えつつあります。中国・インド両国の経済は、2050年までに米国経
済の規模を抜くと予想されています。現在、世界の国内総生産（GDP）の半分以上
を環太平洋諸国が占めています。アジア太平洋社会全体で実現した世界を変革
する技術革新により、アップル社製 iPod に搭載されるマイクロチップは、アメリカ
やインドでプログラミング後、台湾で製造、韓国でテストを経て、中国で装着され
ます。

経済面での協調と貿易関係が深まる一方で、国家間紛争が複雑な安全保障問題
を生み出し、アジア地域の繁栄の存続を脅かしています。韓国のソウルは、世界で
最も活気あふれる都市の一つとされ、フォーチュン500社のうち11社がここに本
社をかまえています。しかし、わずか30マイル離れたところでは、狭い非武装地帯
が北朝鮮武装軍（100万）と、韓国軍（60万）・米国軍（3万）を隔てています。朝鮮半
島、その他アジア太平洋諸国の多くの紛争の火種を抱える地域での衝突回避を目
的に、アジア太平洋諸国政府がどのように協調していくか。これが、アジア地域人
口35億人が今後も平和と繁栄の恩恵を享受できるか否かの鍵を握っています。

次々に変化する国家同士の関係に慎重な対処が要求されているのに加え、アジ
ア諸国の自国民の安全保障能力に対する更なる試練となっているのが、国境を
超えた問題です。たとえば、ベトナム、カンボジア、バングラデシュ、中国の東南ア
ジア各国にとり、メコン川は農業・商業・移動の生命線です。それにもかかわらず、
水資源の需要が増大した地域において、それら資源へのアクセスを管理する法
制、地域機構、政策の開発が不十分です。このような問題に国・地域レベルで建設
的に対応することで、紛争の回避を助け、それにより同地域の安定と安全保障の
促進につながるのです。
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アジア安全保障イニチアチブ

2009年、マッカーサー財団は、世界の27機関で構成されるアジア安全保障イニ
シアチブ（ASI）ネットワークを発足しました。財団からの助成をうけ、今後3年間で
これらの機関は自らの政策研究能力を向上させ、アジア太平洋地域諸国が直面
する安全保障問題の最重要事項について政策を提言していきます。

	 地域安全保障協力：ASIネットワークは、紛争を回避し、差異を調整し、平和と安
全保障を助長するためにどのように多国間組織、二国間関係・協定を活用するか
について、政策立案者に提言を行います。

	 北東アジア：ASIネットワークは、北朝鮮・台湾・北東アジア諸国間の緊張を緩
和するための国際協力について、実施可能な行動計画を策定します。

	 国内問題：ASIネットワークは、アジア太平洋諸国が希少資源をめぐる競争・自
然災害・暴力的紛争発生など国内問題に対処できるよう国際協力を通じた支援
を提言します。

アジア太平洋地域の政策研究機関が提携してこれらの課題に取り組み、解決に
向けての提言を出していきます。マッカーサー財団は、これらの機関が能力を強
化し、国境を超えて連携できるよう助成を行います。

今後7年間で、当財団は次の3分野に重点を置き機関への助成を行っていきます：

	 新しい研究職　新しい技能職・研究職の創立など

	 通信およびITインフラの改善　政策研究のためのテレビ会議施設やオンライ
ン共同フォーラムの設置など

	 普及活動の強化　学術文献・政策関連資料の電子媒体・紙媒体の整備、インタ
ーネットポータルサイトの整備など

上記分野の助成により、地域の政策研究機関が安全保障政策研究の発展を牽引
し、域内・世界全体で建設的な関係を構築するよう支援します。

アジア安全保障若手指導者プログラム

アジア太平洋諸国の現指導者達は、この地域に初めて活発な国家間対話を築き
上げました。アジア安全保障若手指導者プログラムは、このように強化されたア
ジア太平洋諸国間関係を土台とし、未来の安全保障問題に取り組むため国境を
超えて献身的に活動する、新世代の指導者の養成を助成します。マッカーサー財
団が2010年に開始するこのプログラムでは、学界、政府、非政府組織、民間部門、
マスメディア界の中堅キャリア層指導者が1年間のフェローシップを通じ、連携し
てアジアの安全保障問題に関する政策研究に着手することとなります。
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 イニシアチブに関するご質問は、国際平和・安全保障プログラム幹
事マシュー・シャノン・スタンフ （Matthew Shannon Stumpf） 

（電話：+1（312） 516-1556、Eメール：mstumpf@macfound.org）
までお問い合わせください。

マッカーサー財団について

マッカーサー財団は、より公平で緑の多い平和な世界の構築に献身する、想像力
豊かな個人および有能な団体を助成します。当財団では、マッカーサー・フェロー
の選出に加え、人権擁護、地球環境保護・保全の促進、都市環境の改善、テクノロ
ジーがもたらす児童・社会への影響解明に努めています。マッカーサー財団につ
いての詳細は、ウェブサイト（www.macfound.org）をご覧ください。

民間財団とは？

米国において、民間財団とは公益の実現を目指す団体です。団体や個人に助成金
を交付することで、困窮している人々や社会問題の解決に取り組んでいる人々を
支援します。財団は地方・国・国際レベルでの活動が可能で、臨機応変に助成対
象を選択できます。民間財団は米国政府から独立して活動し、政府からの援助は
一切受けていません。マッカーサー財団を含め多くの民間財団の助成金は、基金
のみによって賄われます。各団体より独立した評議会が助成金交付活動を監督
し、財団の管理を行っています。

アジア安全保障イニシアチブの詳細について

当財団では、今後も追加の助成金交付活動を通じ財団ネットワークの発展・深化
を続けます。アジア安全保障イニシアチブの詳細については、ウェブサイト

（www.asiasecurity.macfound.org）をご覧ください。

13



www.asiasecurity.macfound.org
www.macfound.org


